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光解離生成物の質量スベクトノレを示す. 750 nmでは主に C5H(;+
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図2.C6H6＋の生成率のエネルギー 依存性
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(1) (C5時）3++ hv →［（C5時~＋］＊ + C5時
[(C5時）2＋］キ→ C5H(;++ C5時 (2) 
過程（1）において放出される並進エネルギーは（0.llhv-0.05)eVであった．解離エネルギーは 0.27eVで
あるから余剰エネルギーの 90%以上が生成物の内部エネルギーに分配される．生成した［（C5時）2+］＊が
さらに分解する過程（2）は，統計的に進行すると考えられ，その分解速度はRRI倒理論（あるいはQET.，準
平衡理論）により計算することができる．したがって，［（C5.時）2＋］＊がもっ内部エネルギーがわかれば，最終
的に生成する（Cs時）2＋と C5H(;＋の割合を予測することができる．図2の曲線aは，過程（1）において内部
エネルギーがすべて［＜Cs時）2+］＊に分配される場合，曲線bは，［（C5H(;)2+］＊と C5時の両方に統計的に分配
される場合の計算結果であり，曲線bが実測値をよく再現している．すなわち，ダイマーイオン核に付加
している中性の C5時は，光吸収過程においては単なる溶媒としてふるまうが，エネルギ一散逸過程には関
与し，イオン核が吸収したエネルギーが（Cs時）3＋を構成する全ての分子に分配されてから解離が起こる．
